



















の具体的な任務は (i)大学院入学前予備教育 (日本語教育)(i)日本語 ･日本
事情教育 (全学教育)(ii)生活 ･修学指導 であるが､これらの任務に関して
は西田前センター長をはじめセンター専任教官､非常勤講師の先生方さらには
学務都留学生課の努力により､年々充実してきている｡
日本語教育の面では､大学院入学前予備教育の研修コース､一般の留学生を
対象とした補講コース､日頃研究が忙 しく日本語コースに参加できない留学生
をも対象とした夏季や春季の特別補講など､各種のメニューが準備されている｡
受講対象者も留学生だけでなく､それらの家族や客員研究員にまで広げられ､
好評を得ている｡ また教材の作成､会話パー トナーの募集と組織化等､具体的
な成果を挙げつつある｡
生活 ･修学指導の面でも､専任教官全員がその責任を分担 し､F留学生のた
めの長崎生活ガイド』およびその付属教材 Fきょうから話そう-長崎の生活日
本譜-』の作成､Fチューターマニュアル』の作成等留学生の実態に合わせた
援助システムの検討と蓄積が進んでおり､これらの成果の一部は､この冊子に
も収録されている｡
長崎大学で勉学している外国人留学生の日本語指導､生活指導の面では､こ
のように､長崎大学留学生センターとして経験を蓄積し､着実に改善が行なわ
れてきたと考えている｡
しかし､長崎大学に在籍している留学生の数は､他の国立大学に比べて多い
とは言えず (平成11年5月1日現在国立大学中31番目)､一部の分野を除いて､
長崎大学が目標としている､アジアにおける研究教育の拠点､留学生がキャン
パスにあふれる状況には程遠いのが実情である｡ 留学生センターとしても､留
学生を受け入れやすい環境を整えるために､英語による短期留学プログラムの
開発等より一層の努力が必要と考えている｡
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